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新型コロナウイルス感染症流行下における
母性看護オンライン訪問実習の効果検証
―オンライン相談支援実用化の可能性と課題―

藤本紗央里，川﨑 裕美，村上 真理，上野 陽子
広島大学大学院医系科学研究科

（2022年 9月 29日受付）

要旨：【目的】本研究の目的は，母性看護オンライン訪問実習の学修効果を検討することによって，
オンラインを活用した母子保健における相談支援の可能性と課題を探索することである．【方法】
オンライン訪問実習は，2020年 6月に 4年次学生 9名が実施した．学生 3人を 1グループとし，
グループ単位で 1名の対象者を受け持った．対象者は，助産師である母親 3人であった．分析対
象は，研究協力を承諾した学生 9名の自己評価得点と学びとした．評価内容は 12項目作成し，評
価は 4「少しの助言があれば自立してできる」から 1「助言・指導があってもできない」の 4段階
評価とした．自己評価得点は基本統計量を算出し，学びは質的記述的に分析した．【結果】自己評
価得点が最も高かった項目と平均値（SD）は，対象者の尊厳と権利の擁護：3.89（0.31）と対象者
との信頼関係の形成に必要なコミュニケーションの展開：3.89（0.31）であった．学生の学びは，
12のカテゴリーが抽出された．【結論】エンパワメントのために必要な看護実践，効果的な看護実
践の方略の考察については，高い学修効果が得られたが，必要な看護を多角的に捉えることにつ
いては，学修効果を上げるための実習方法改善の必要性が示唆された．また，オンラインの活用
により，タイムリーな指導や支援において有効であることが示唆された．一方で，オンライン訪
問における対象者との信頼関係形成に必要なコミュニケーションの展開については，事前のト
レーニングの必要性が示唆された．

（日職災医誌，71：55─60，2023）
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1．緒 言

新型コロナウイルス感染症が拡大する中，多くの看護
系大学では学生の学修機会１）を確保するため，臨地実習代
替の取り組みを余儀なくされ，本学では乳幼児を育てる
母親を対象としたオンライン訪問実習を試みた．新型コ
ロナウイルス感染症流行下において，臨地実習の代替措
置は 97％の大学で実施されており，その手段はオンライ
ン（遠隔かつ双方向性）が 89％と多くの大学で採用され
た２）．
オンライン実習の内容として，対象者への看護実践３），

模擬患者への看護実践４）～７），看護師の実践の見学８）などの
取り組みが報告されている．看護基礎教育においては，
情報通信技術を活用するための基礎的能力を養うことが
重要であることが示されており９），今後の看護師に必須の
スキルであると考えられる．特に，母性看護学実習は，

少子化や産科医療施設の減少により，実習施設の確保が
困難となり，学生の実習経験内容に格差が生じているこ
と９）を考慮すると，新型コロナウイルス感染症の終息後
も，オンライン実習を活用し続ける価値があると考えら
れた．
また，厚生労働省の 2024年度からの第 8次医療計画で
は，更なる分娩施設の集約化・重点化が進み，産科医療
アクセスの地域差の増大が予測される１０）ことや，妊娠・
育児中の母親の身体的負担や新生児や乳児と共に外出す
ることの負担を考慮すると，安心して子どもを生み育て
られる環境整備の一つの方法として，母子保健における
オンライン相談支援の需要拡大が見込まれると考える．

2．目 的

本研究では，乳幼児を育てる母親を対象としたオンラ
イン訪問実習の学修効果を検討することによって，オン
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ラインを活用した母子保健における相談支援の可能性と
課題を探索することとした．

3．方 法

1）実習の概要
総合実習において，乳幼児を育てる母親を対象とした
オンライン訪問実習を 2020年 6月に実施した．学修目標
は「育成期にある子どもと家族に必要な看護を多角的に
捉え，対象者のエンパワメントのために必要な看護実践
ができる」と「今後の看護の質向上に向けて効果的な看
護実践を行うための方略を考察できる」である．
オンライン訪問実習を実施した 4年次学生 9人は，3

年次までの臨地実習を病院等で対面実習した学生であっ
た．対象者は，過去に本学の演習で模擬患者として協力
した経験を有する候補者から，現在乳幼児期の子どもを
育てており，本実習の主旨に賛同し協力が得られた助産
師 3人であった．
学生は，3人 1グループとし，グループ単位で 1名の対

象者を受け持った．実習初日から 3日目に対象者の基礎
情報から健康教育計画や教材を立案し，学生と教員間で
オンラインでのロールプレイを行い計画や教材を修正し
た．実習 4日目に対象者へのオンライン訪問を 30分程度
実施し，実施後には教員と対象者からフィードバックを
得た．なお，対象者には，母親と助産師それぞれの立場
からのフィードバックを依頼した．その後，学生は，オ
ンライン訪問を録画したものを視聴し振り返り，評価表
を用いて実習の自己評価を行った．
評価表の評価内容は，看護学士課程教育におけるコア
コンピテンシーと卒業時到達目標１１）をもとに次の 12項
目を作成した．①対象者の成長発達に応じた変化をとら
え包括的に健康状態をアセスメントできる，②対象者の
生活を把握し健康状態との関連をアセスメントできる，
③地域の特性や社会資源を把握し健康状態との関連をア
セスメントできる，のアセスメント 3項目，④根拠に基
づいた看護を提供するための理論的知識や先行研究の成
果を探索・活用し看護計画を立案できる，⑤批判的思考
や分析的方法を活用して看護計画を立案できる，の計画
立案 2項目，⑥対象者の尊厳と権利を擁護することがで
きる，の倫理的配慮 1項目，⑦対象者に合わせた個別的
な看護計画を実施することができる，⑧対象者の健康の
保持増進のために必要な看護計画を実施できる，⑨実施
する看護の根拠と方法について対象者に合わせた説明が
できる，⑩対象者との信頼関係の形成に必要なコミュニ
ケーションを展開できる，⑪対象者の意思決定を支援す
ることができる，の実施 5項目，⑫実施した看護実践を
評価し計画を修正できる，の評価 1項目，⑬自己の看護
実践を振り返り自己の課題に取り組むことができる，の
自己研鑽 1項目とした．
評価は看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライ

ンの卒業時の到達目標と到達度１２）をもとに，4：少しの助
言があれば自立してできる，3：助言・指導があればでき
る，2：助言・指導があっても一部しかできない，1：助
言・指導があってもできない，の 4段階とし，本実習で
到達すべきレベルを 3以上とした．また，学生の気づき
や感想を書くため，自由記述欄を設けた．
2）分析対象
分析対象は，記録物（動画）と評価表（自己評価得点，
気づきや感想）とした．
3）分析方法
（1）オンライン訪問実習の自己評価得点
学生の自己評価得点を集計し，平均と標準偏差を算出
した．
（2）オンライン訪問実習の記録物（動画）と評価表（気
づきや感想）
データは質的記述的に分析した．記録物と評価表から
逐語録を作成し，学生の学びに関する内容を抽出し，コー
ドを生成した．次にコードを内容の類似性や相違性に基
づいて分類し，サブカテゴリー，カテゴリーを生成した．
分析の信用可能性を確保するために，主観的解釈や，解
釈の偏りや矛盾がないかを，質的研究および母性看護学，
地域看護学を専門とする研究者で，解釈が一致するまで
分析を繰り返し行った．
4）倫理的配慮
本研究は広島大学疫学研究倫理審査委員会の承認を得
て実施した（第 E-2145号）．
実習の評価終了後に，学生に記録物や評価表を研究に
二次利用することを文書で説明し，承諾を得た．依頼書
には，研究の意義，目的，方法，保存期間，協力への任
意性と拒否権，研究に協力しない場合でも単位認定や成
績評価などの不利益はないこと，研究結果は匿名化の後
に公表され個人は特定されないこと，を記載した．

4．結 果

1）オンライン訪問実習の実習目標到達状況
オンライン訪問実習の自己評価得点を表 1に示す．上
位 3項目は，倫理的配慮 1項目（6），実施 3項目（7・8・
10），評価 1項目（12），自己研鑽 1項目（13）であった．
アセスメント 3項目の平均値（SD）は 3.26（0.70），計画
立案 2項目は 3.11（0.49），実施 5項目は 3.56（0.54）であっ
た．
2）オンライン訪問実習を実施した学生の学び
オンライン訪問実習を実施した学生の学びを表 2に示

す．以下，抽出されたカテゴリーを【 】，サブカテゴリー
を「 」，コードを＜ ＞で示す．
アセスメントの【対象者のリアルな生活を知り，対象
理解が深まった】には，＜子育て中の方と関わる機会が
なかなかないので貴重な経験となった＞＜子育ての大変
さ，対象者の頑張りを知り，素晴らしいと思った＞が含
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表 1　オンライン訪問実習の自己評価得点

評価内容 Mean±SD

 1．対象者の成長発達に応じた変化をとらえ，包括的に健康状態をアセスメントできたか 3.33±0.47
 2．対象者の生活を把握し，健康状態との関連をアセスメントできたか 3.44±0.50
 3．地域の特性や社会資源を把握し，健康状態との関連をアセスメントできたか 3.00±0.94

 4．根拠に基づいた看護を提供するための理論的知識や先行研究の成果を探索・活用し，看護計画を立案できたか 3.33±0.47
 5．批判的思考や分析的方法を活用して，看護計画を立案できたか 2.89±0.31

 6．対象者の尊厳と権利を擁護することができたか 3.89±0.31

 7．対象者に合わせた個別的な看護計画を実施することができたか 3.78±0.42
 8．対象者の健康の保持増進のために必要な看護計画を実施できたか 3.56±0.50
 9．実施する看護の根拠と方法について，対象者に合わせた説明ができたか 3.44±0.50
10．対象者との信頼関係の形成に必要なコミュニケーションを展開できたか 3.89±0.31
11．対象者の意思決定を支援することができたか 3.11±0.57

12．実施した看護実践を評価し，計画を修正できたか 3.56±0.50

13．自己の看護実践を振り返り，自己の課題に取り組むことができたか 3.78±0.42

まれた．
計画立案の【対象者の生活や環境を考慮した計画立案
の重要性を学んだ】には，＜対象者の生活や環境を考慮
した計画を個別性がありよかったと評価され嬉しかっ
た＞＜生活や環境は 1人 1人違うことを考慮して計画を
立案できるようになりたい＞が含まれた．
倫理的配慮の【対象者との関わり方を学ぶ】には，＜事
前の準備によって，対象者との関わり方について考える
ことができた＞が含まれた．
実施は 6つのカテゴリーで構成された．【個別性のある
ケアの重要性を学ぶ】には＜対象者の性格や価値観を知
り，対象者にあわせたケアを実施していきたい＞が含ま
れた．【対象者が情報を選択できることの重要性を学ぶ】
には＜対象者のフィードバックから，対象者が情報を取
捨選択できるように情報提供することが重要だと改めて
感じた＞が含まれた．【根拠や明確な目的を持った情報提
供の必要性を学んだ】には＜助産師の言葉や態度が対象
者に大きな影響を与えるため，根拠や明確な目的を持っ
た情報提供が必要だと感じた＞が含まれた．【受容・傾
聴・共感的理解の重要性を学ぶ】には＜共感的態度が，
子育て中の母親にとってどれほど必要かを感じた＞が含
まれた．【オンライン訪問でも相互に関係を形成できる】
には＜地域（遠方）の情報を調べたことで，身近に感じ
てよかったと評価され，オンラインでの「寄り添う」を
実現できてよかった＞＜対象者のフィードバックから，
オンラインでも言葉や態度によって，対象者が安心でき
る環境を作れることに気づいた＞が含まれた．また学生
は，「オンラインを活用した実践の可能性に気づく」「緊張
したが楽しい時間だった」のような【オンライン訪問の
難しさや緊張感を感じる一方で楽しさや充実感を得る】
経験をしていた．
評価は 2つのカテゴリーで構成された．【対象者のニー
ズに沿った情報提供の重要性を学ぶ】には＜すぐに十分
な返答ができなくても，対象者の求める対応を考えなが

ら話を聞くとよいことを学んだ＞が含まれた．【状況に応
じて計画をタイムリーに評価・修正する重要性を学ぶ】
には＜事前に立案した計画を，対象者と関わりながら随
時追加する必要性を実感した＞＜限られた時間の中，優
先順位を立ててケアを行う難しさを知った＞が含まれ
た．
自己研鑽は 1つのカテゴリーで構成され，【母親・助産
師である対象者のフィードバックが今後のモチベーショ
ン向上につながる】経験をしていた．

5．考 察

今回のオンライン訪問実習で学生の自己評価が最も高
かったのは，対象者の尊厳と権利の擁護，信頼関係形成
に必要なコミュニケーションの展開であり，学修目標の
「対象者のエンパワメントのために必要な看護実践がで
きる」については，エンパワメントの最初の手順である
受容と信頼，そして仲間として受け止めることにより共
感を生む素地を作る１３），は達成できたと考える．その要因
として，まず学生のレディネスがあげられる．学生は臨
地で対象者に看護ケアを実践した経験があり，オンライ
ンでのコミュニケーションは初めてであったが，【オンラ
イン訪問の難しさや緊張感を感じる一方で楽しさや充実
感を得る】ことができており，【受容・傾聴・共感的理解
の重要性を学ぶ】経験を通して，【オンライン訪問でも相
互に関係を形成できる】ことに気づき実践できていた．
オンラインでの言語的，非言語的コミュニケーションは，
対面に比べて情報伝達が難しい点があり，実際の情報伝
達度について常に確認すべきである１４），と言われている．
今回は，訪問前に繰り返しオンラインでのロールプレイ
を実施し，対象者とのオンラインでの適切な関わり方に
ついて確認・検討したことが，オンライン訪問であって
も信頼関係形成に必要なコミュニケーションを展開する
ことにつながったと考える．また，今回はグループで 1
人の対象者を受け持つことで，他の学生との検討を通し
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表 2　オンライン訪問実習を実施した学生の学び

評価項目 カテゴリー サブカテゴリー

アセスメント 対象者のリアルな生活を知り対象理解が
深まる

実際のリアルな生活を知り大きな学びを得る

母親の大変さや頑張りを知り，素晴らしいと思う

計画立案 対象者の生活や環境を考慮した計画立案
の重要性を学ぶ

生活や環境を考慮した個別性のある計画だと評価され嬉しい

生活や環境を考慮した計画立案の重要性に気づく

倫理的配慮 対象者との関わり方について学ぶ 事前に看護展開を繰り返し行い，対象者との適切な関わり方を考える

母親への接し方，子どもが同席する上での配慮を学ぶ

他の学生が説明中の自分の態度が対象者に与える影響に気づき，実践できた

実施 個別性のあるケアの重要性を学ぶ 個別性のあるケアの重要性を改めて強く感じる

個別性のあるケアを今後実践してきたい

対象者が情報を選択できることの重要性
を学ぶ

情報提供前に自分で実践することの重要さに気づく

対象者が情報を取捨選択できることの重要性に改めて気づく

対象者にあわせた説明方法の重要性を学ぶ

根拠や明確な目的を持った情報提供の必
要性を学ぶ

根拠や明確な目的を持った情報提供の必要性に気づく

参考となる情報提供の方法を学ぶ

受容・傾聴・共感的理解の重要性を学ぶ 育児中の母親に共感的態度で接することの必要性に気づく

共感や称賛の重要性に改めて気づく

寄り添いや傾聴の重要性に気づく

オンライン訪問でも相互に関係を形成で
きる

否定せず受け入れてくれたと評価され嬉しい

オンラインでの寄り添うを実現できたと評価されてよかった

オンラインでも対象者が安心できる環境を作れることに気づく

対象者の喜びや楽しさが実感できてよかった

オンライン訪問の難しさや緊張感を感じ
る一方で楽しさや充実感を得る

パソコン操作に不慣れで不手際があり申し訳ない

難しさを感じたがやってよかった

オンラインを活用した実践の可能性に気づく

緊張したが楽しい時間だった

オンライン訪問の機会に感謝する

評価 対象者のニーズに沿った情報提供の重要
性を学ぶ

一部，対象者のニーズにその場で対応できなかった

対象者のニーズにその場で対応できなくても，その後に対応する大切さやその方法を
学ぶ

訪問後に，対象者のニーズに合ったパンフレットを提供できてよかった

状況に応じて計画をタイムリーに評価・修
正する重要性を学ぶ

臨機応変な対応が求められることに気づく

対象者と関わりながら，計画を随時追加する必要性に気づく

優先順位を立てケアを行う難しさに気づく

自己研鑽 母親であり助産師である対象者のフィー
ドバックが今後の実習や実践へのモチ
ベーション向上につながる

母親と助産師，両方の立場でのフィードバックで大きな学びを得る

今後の実習や卒後の実践に活かして頑張りたい

て【対象者との関わり方を学ぶ】経験をしていた．グルー
プワークを活用したオンライン実習でも同様に，学生は
自分の傾向を知りながら，自分の考えを深める体験がで
きたことがよかった３），と述べており，自己の傾向やコ
ミュニケーションのあり方について，多くの視点から検
討し，より良い援助的関係の形成について模索できたこ
とも要因の 1つと考える．
2番目に自己評価が高かったのは，自己の看護実践を

振り返り自己の課題に取り組む，であり，学修目標の「今
後の看護の質向上に向けて効果的な看護実践を行うため
の方略を考察できる」を達成できたと考える．学生は対

象者からのフィードバックによって【個別性のあるケア
の重要性を学ぶ】こと，【対象者が情報を選択できること
の重要性を学ぶ】ことや，【根拠や明確な目的を持った情
報提供の必要性を学ぶ】経験をしており，エンパワメン
トの次の手順である十分な情報収集をして，当事者が主
体的に選択する１３）ことの重要性に気づけていた．劇団員
模擬患者を活用したオンライン実習においても，学生は
模擬患者からのフィードバックによりコミュニケーショ
ンに関する学びの達成感を得ていた７）ことからも，対象者
からのフィードバックが，自己の課題の明確化につな
がったと考える．加えて，今回は対象者が助産師であり，
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ロールモデルとしての役割も担うことができた結果，学
生は【母親・助産師である対象者のフィードバックが今
後のモチベーション向上につながる】経験をしており，
専門職としての責務やケア向上に努める重要性の実感に
つながったと考える．
自己評価が最も低かったのは，批判的思考や分析的方
法を活用した看護計画の立案であったが，包括的な健康
状態のアセスメントなど，アセスメント 3項目の自己評
価は 3点以上であった．【対象者の生活や環境を考慮した
計画立案の重要性を学ぶ】経験の中で，対象者の個別性
に応じた適切な課題についてアセスメントし解決方法を
考えられた学生もいた．しかし，生活や環境を考慮した
計画立案の重要性の気づきにとどまる学生もいたことか
ら，学修目標の「育成期にある子どもと家族に必要な看
護を多角的に捉える」ことの達成には課題が残ると考え
る．
今回，学生はオンライン訪問で対象者と接することに
よって初めて【対象者のリアルな生活を知り対象理解が
深まる】経験をしており，オンライン訪問での対象者と
の関わりの中で【状況に応じて計画をタイムリーに評
価・修正する重要性を学ぶ】ことや【対象者のニーズに
沿った情報提供の重要性を学ぶ】経験をしていた．道田
が抽出した 6つの批判的思考教育を行う観点１５）をもとに
検討すると，「複数視点系」の活動であるオンライン訪問
前のグループディスカッションにより，自分と違う多様
な視点を得ることはできたと考えるが，乳幼児を育てる
母親の生活のイメージが乏しくその視点には限界があっ
たと考える．加えて，今回オンライン訪問前に学生に提
示した情報は限られた基本情報のみであり，オンライン
訪問前の情報収集の機会や時間が不足していたことも要
因の 1つであると考える．また，30分かつ 1回のみのオ
ンライン訪問では，「評価・判断系」や「練り直し系」の
活動である，再度自分のアセスメントや看護計画を吟味
し再検討することは十分に実施できなかったと推察され
る．しかし，ICTの活用は生活に即したタイムリーな指
導や支援に役立つ１６）ことが明らかにされており，今回の
オンライン訪問においても，「訪問後に対象者のニーズに
合ったパンフレットを提供できてよかった」とあるよう
に，対面ではなくオンラインでの訪問実習であったから
こそ，対象者のニーズに沿った情報をオンライン訪問当
日に迅速に提供できた点は，実習においても実践におい
ても利点があると考える．
2021年に定められた成育医療等の提供に関する施策
の総合的な推進に関する基本的な方針１７）において，母子
保健における ICTの活用について述べられており，母子
保健におけるオンラインの活用は今後必須となると考え
られる．今回，初めてオンライン訪問実習に取り組んだ
結果，学生は「オンラインを活用した実践の可能性に気
づく」経験をしていた．学修効果の検討を通してみても，

オンラインであっても対象者との信頼関係形成に必要な
コミュニケーションの展開を実施でき，タイムリーな指
導や支援において有効であることが示唆された．しかし，
オンラインと対面での言語的，非言語的コミュニケー
ションの違いを理解・確認するためには，事前のトレー
ニングが必要であったことを考慮すると，卒後のトレー
ニングにも活用できると考える．
今後の課題は，オンライン訪問実習という実習方法の
中で情報収集方法，同一対象への複数回のオンライン訪
問実習による計画の変更体験等，実習方法について更な
る検討を重ねることである．加えて，新型コロナウイル
ス感染症の影響が継続していることにより，今後は対面
実習を経験していない学生がオンライン実習を行うこと
が想定される．そのため，学生のレディネスに応じた実
習方法の検討が必要と考える．

6．結 論

乳幼児を育てる母親を対象としたオンライン訪問実習
において，学修目標「育成期にある子どもと家族のエン
パワメントのために必要な看護実践ができる」と「今後
の看護の質向上に向けて効果的な看護実践を行うための
方略を考察できる」については，高い学修効果が得られ
た．「育成期にある子どもと家族に必要な看護を多角的に
捉える」については，学修効果を上げるための実習方法
改善の必要性が示唆された．
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【Objective】This study aimed to examine the learning outcomes from online maternal nursing visits dur-
ing the COVID-19 pandemic and to explore the advantages and limitations of online consultation for maternal
and child healthcare.
【Methods】An online consultation visit was conducted by nine fourth-year students in June 2020. Each

group consisted of three students, and one participant was assigned to each group. The participants were three
mothers who were all midwives themselves. The analysis was based on the self-evaluation scores and learning
outcomes of the nine students. The evaluation included 12 items. The self-evaluation scores ranged from 4―1,
where 4 = “Students can conduct further visits independently with some advice” and 1 = “Students can’t con-
duct further visits independently even with advice. ” A univariate statistical analysis was performed, and learn-
ing outcomes were qualitatively analyzed.
【Results】The items with the highest mean (standard deviation) scores were “advocates for dignity and the

rights of mothers” (3.89 [0.31] ) and “communication needed to create a trusting relationship” (3.89 [0.31] ).
Twelve categories of students’ learnings were obtained.
【Conclusion】The items with high learning outcomes were nursing practices necessary for empowerment

and students’ consideration of effective nursing practice strategies to improve their future nursing care quality.
Given that necessary nursing care is multifaceted, the results of the study suggest that there is a need to im-
prove practical training methods to increase the effectiveness of learning for nursing students. The results also
suggest that the use of online systems is effective in providing timely consultation support. Furthermore, the
results suggest that prior training enabled the development of communication skills in an online setup.
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